
ふ
る
さ
と
「
北
野
」 

～ 

我
が
校
歌 

～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
野
小
学
校
長 

丹
羽 

郁
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
校
の
校
歌
は
、
開
校
し
た
昭
和
六
十
年
度
の
三
月
に
産
声
を
あ
げ
た
。
作
詞
は
、
地
元
岡
崎
の
有
識
者
で
あ
り
、
岡
崎
市
内

公
立
小
中
学
校
の
校
長
を
歴
任
さ
れ
た
「
糟
谷
正
孝
」
氏
。
作
曲
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
を
何
曲
も
手
掛
け
て

い
る
、
全
国
的
に
有
名
な
作
曲
家
「
黒
澤
吉
徳
」
に
お
願
い
を
し
て
い
る
。
学
区
の
思
い
が
、
学
区
民
の
願
い
が
、
こ
の
校
歌
に

は
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。 

ふ
る
さ
と
「
北
野
」
が
好
き
で
、
誇
り
に
思
う
子
供
た
ち
を
育
て
た
い
。
我
が
校
歌
を
、
親
し
み
、
口
ず
さ
む
子
供
た
ち
を
育

て
た
い
。
そ
う
強
く
願
っ
て
い
る
。 

 

１ 

産
業
の
振
興
と
豊
か
な
実
り 

 

校
歌
一
番
に
「
青
空
高
い 

鉄
塔
」「
稲
穂
豊
か
に
実
る
」
と
あ
る
。 

「
鉄
塔
」
と
は
、
送
電
線
の
あ
る
高
い
鉄
の
塔
で
あ
る
。
学
校
か
ら
見
え
る
鉄
塔
は
、
大
量
の
電
力
を
、
学
区
に
あ
る
大
工
場

に
送
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
青
空
の
も
と
で
そ
び
え
立
つ
「
鉄
塔
」
は
、
工
業
の
発
展
、
産
業
の
振
興
の
象
徴
で
あ
る
。
一
方
「
稲

穂
」
は
、
豊
か
な
土
地
に
す
く
す
く
と
育
つ
農
作
物
を
指
し
て
い
る
。
大
工
場
と
豊
か
な
田
畑
が
見
事
に
融
合
し
て
い
る
中
で
、

子
供
た
ち
は
育
っ
て
い
る
。 

 

 
 
 

２ 

歴
史
あ
る
学
区 

校
歌
二
番
で
は
「
古
城
」「
古
き 

み
寺
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
。 

学
区
に
は
、
は
る
か
昔
、
弥
生
時
代
の
「
小
針
遺
跡
」
が
あ
る
。
ま
た
、
小
針
町
の
住
所
に
は
「
城
跡
」「
本
丸
」
な
ど
の
名
称

が
現
在
も
使
わ
れ
、
こ
の
地
に
城
が
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
飛
鳥
時
代
に
建
て
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
「
北
野
廃
寺
」

の
跡
が
あ
る
。（
本
校
の
校
章
は
、
北
野
廃
寺
の
軒
瓦
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
）
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
史
跡
も
多
い
学
区
で
あ

る
。
歴
史
あ
る
学
区
の
中
で
、
子
供
た
ち
は
「
今
」
を
力
強
く
生
き
て
い
る
と
い
う
の
が
、
校
歌
二
番
の
趣
旨
で
あ
ろ
う
。 

 

 
 
 

３ 

未
来
に
向
か
っ
て 

 

校
歌
三
番
に
は
「
あ
け
行
く
里
に 
旗
あ
げ
て
」
と
あ
る
。「
旗
あ
げ
て
」
と
は
「
志
を
も
っ
て
主
義
・
主
張
を
示
す
こ
と
」
を

指
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
未
来
に
向
か
っ
て
、
志
を
持
っ
て
力
強
く
歩
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
強
い
願
い
が
歌
わ

れ
て
い
る
。「
未
来
」
に
向
か
っ
て
、
そ
し
て
「
世
界
」
へ
と
、
力
強
く
歩
ん
で
行
っ
て
ほ
し
い
、
北
野
っ
子
よ
。 

 

素
敵
な
、
素
敵
な
校
歌
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
「
北
野
」
が
好
き
で
、
誇
り
に
思
う
子
供
た
ち
を
育
て
た
い
。 

我
が
校
歌
を
、
親
し
み
、
口
ず
さ
む
子
供
た
ち
を
、
育
て
た
い
。 

（
二
〇
二
一
・
一
二
・
二
三
） 

 

一
、 
青
空
髙
い 

鉄
塔
の 

 

つ
づ
く
か
な
た
の 

村
積
よ 

 

稲
穂
豊
か
に 
み
の
る
中 

 

広
く
明
る
い 
北
野
の
子 

 

み
ん
な
仲
よ
く 

励
も
う
よ 

   

二
、 

 

小
針
の
古
城 

松
が
鳴
る 

 

古
き
み
寺
の 

壇
の
上 

 

は
る
か
昔
を 

今
こ
ゝ
に 

 

楽
し
く
語
る 

北
野
の
子 

 

み
ん
な
手
を
と
り 

学
ぼ
う
よ 

   

三
、   

岡
崎
城
を 

遠
く
見
て 

 

今
も
か
わ
ら
ぬ 

矢
作
川 

 

明
け
ゆ
く
里
に 

旗
あ
げ
て 

 

未
来
に
生
き
る 

北
野
の
子 

 

み
ん
な
世
界
に 

伸
び
よ
う
よ 


